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新春のごあいさつ
2017 年を振り返る Flash Back
つなぎオイスターバル（洋風カキ小屋）
in 旧平国小



春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
の
町
長
就
任
以
来
、

「
次
世
代
に
つ
な
が
る
活
気
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か

い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
期
待

の
大
き
さ
と
責
任
の
重
大
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
昨
年
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
問
題
が
世
界
に
大
き
な
不
安

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
九
州
で
は

７
月
に
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生

し
、
大
分
県
・
福
岡
県
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
心
か

ら
の
ご
冥
福
と
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
町
で
は
、
10
月
～
12
月
に

世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
西
野

達
さ
ん
が
手
が
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
西
野
達
ホ
テ
ル
裸
島
リ
ゾ
ー

ト
・
オ
ブ
・
メ
モ
リ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
短
い
期
間
に
も
関

わ
ら
ず
宿
泊
者
81
人
、観
覧
者
１
，

５
７
７
人
と
大
盛
況
の
う
ち
に
、

最
終
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
間
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

遠
方
か
ら
観
覧
に
来
ら
れ
た
人
も

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
自

身
も
妻
と
一
緒
に
宿
泊
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
独
特
の
開
放

感
が
あ
り
、
日
常
に
あ
る
津
奈
木

の
美
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
み
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
所
信
表
明
で

掲
げ
ま
し
た
「
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
対
策
」、「
農
林
水
産
業
の

振
興
」、「
地
元
企
業
育
成
・
雇
用

確
保
」
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
津
奈
木
な

ら
で
は
の
魅
力
を
磨
い
て
い
き
、

小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
皆
さ
ま
と
共
に
築
き

あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
本
年
が
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

津
奈
木
町
長

山
田　
豊
隆

津
奈
木
町
議
会
議
長

川
野　
雄
一

新春のごあいさつ新春のごあいさつ

初
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
30
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、津
奈
木
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
て
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
９
月
の
定
例
会
で

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
津
奈
木
町
発
展
の
た
め
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
起
因
す
る
自
然
災
害
が
国
内

各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
１

日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。
本
町
で
は
、
甚
大
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
は
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
防
災

体
制
の
整
備
を
図
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

明

た
本
町
で
は
、「
つ
な
ぎ
温
泉
四

季
彩
」
の
大
規
模
改
修
や
津
奈
木

イ
ン
タ
ー
供
用
開
始
の
相
乗
効
果

で
入
館
者
が
増
加
し
、
町
の
活
性

化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
高
齢
化
の
進
行
と
今

後
確
実
に
見
込
ま
れ
る
人
口
の
減

少
は
、
本
町
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
第
一
次
産
業
の
振
興
、
子

育
て
支
援
、高
齢
者
対
策
、防
災・

減
災
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
な
ど
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
力
が
問
わ
れ
る
今
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
「
個
性
豊
か
な
活

力
あ
る
津
奈
木
町
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
津
奈
木
町
議
会
も
改
革

や
活
性
化
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
実
り
多

き
年
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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　津奈木町大字小津奈木から大字岩
城までを通る薩摩街道は通称「歌坂
峠」と呼ばれ、難所の一つにあげら
れています。歌坂峠の山頂に大日如
来を線刻した石仏（石造佛板碑）が
一基建っています。
　通常、峠には旅の無事を祈って地
蔵を建てるので珍しい板碑です。こ
の峠を「歌坂」と呼ばれるのは、宮
崎県の日南市にある鵜戸神宮の入口
から本殿までをつなぐ「鵜戸坂」か
らきているそうです。
　しかし、後世の人は「鎌倉時代の
初期に全国を廻った西行法師が歌を
詠み石仏を刻んだこと」や、「1587
年（天正 15 年）豊臣秀吉が薩摩征
伐に来たとき、歌坂で人吉相良の深
水三河守宗方が歌を献上したこと」
が由来として考えられていたそうで
す。
　どちらも今で言うフェィクニュー
スですが、なぜか史実として受け入
れられていました。

（次号へ続く）

シリーズ

つなぎの歴史あるものをご紹介
つなぎ探訪

歌坂の大日如来石佛碑
No.13

建立年不明

落合恵子さん講演会／動物由来感染症を
防ぐために ／リ ･ グラスアートを作ろう
／熊本県救急教育セミナー／農地を「借
りたい人」「貸したい人」募集中／消防
設備士試験／放送大学４月生募集／譲渡
会で新しい家族を見つけませんか／身体
障がい者ソフトウェア開発訓練生募集中
／熊本さわやか大学校入学生募集（八代
校）／精神保健福祉連絡協議会研修会／
休日当番医（平成 30 年１月）

無料法律相談会／光回線工事が済んだ人
を対象に支援を行っています／小さくて
強い農業で生き残る！「安全・安心な食
と農」ブランドづくりセミナー／浄化槽
は「生き物」です 維持管理や修理を行
いましょう／「トラバサミ」の使用は法
律で禁止されています／家庭で使った天
ぷら油を回収します／つなぎ町新春の集
い 親子たこあげ大会を開催します／冬
は水道管の凍結にご注意ください／年金
情報／つなぎ温泉四季彩・物産館グリー
ンゲイト　　　　　　

水俣・芦北地域みどり推進協議会植樹祭
／「加茂昴その光景の肖像」記念対談／
西野達ホテル裸島クロージング・トーク
／津奈木小学校サラダ玉ねぎ苗植え／津
奈木保育園もちつき大会／つなぎスロー
フード講演会／男女共同参画料理教室／
フレンドリーカップ・ビーチボールバレー
大会／きずな年賀式／給食試食会／年末
年始の交通事故防止キャンペーン／生協
くまもと寄附金贈呈

CONTENTS
目　　次

January　2018 
平成 30 年 1 月号

1

－　表紙の写真　－
　保育園ではもちつき大会が行
われ、園児たちは臼をめがけて
きねを力いっぱい振り下ろしま
した。楽しそうにもちをついて、
新年の幸せを願っているようで
した。（関連ページは９ページ）

がまだす通信　vol.6
－  町の頑張っている人を紹介  －

　不知火海で養殖した旬のマガキを提供・
販売する「カキ小屋」がいよいよ１月６日

（土）から、ことしは旧平国小学校でオー
プンされます。町内で養殖する方々で結成
された「津奈木漁協カキ部会」の皆さん。
会長を務めているのが新立伸哉さん（大泊）
です。
　３年前に町や水俣・芦北地域雇用創造協
議会の呼びかけで活動を始め、カキ小屋を
オープンしました。その取り組みが好評
だったことから、毎年オープンしています。
　津奈木産のマガキは、「小ぶりですが、
身がプリプリで濃厚な味わいが特徴です」
と話す新立さん。これからについて、「津
奈木産のマガキは４月頃が一番おいしいの
で、積極的にカキ小屋を通して周知を図っ
ていきたいです」と話していました。
　マガキを食べに来てくれる皆さんのた
め、これからも津奈木の海に適したマガキ
養殖の研究を続けていきます。
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濃厚でプリプリなマガキをお届けします
津奈木漁協カキ部会　会長

新立　伸哉さん（大泊）

つなぎオイスターバル（洋風カキ小屋）in 旧平国小
　問津奈木漁協　　☎７８- ２０１５

　1 月 6 日（土）から「つなぎオイスターバル（洋風カキ小屋）」がいよいよオープンします。こと
しは場所を旧平国小学校に移し、絶景の不知火海を眺めながらマガキを堪能することができます。メ
ニューも「洋風」にリニューアルして、バジルソースなどを使ったトッピングを新たに開発し、ひと
味違うマガキが味わえます。
　マガキにぴったりな亀萬酒造の地酒をご用意していますので、この機会にぜひお越しください。
期　間　1 月 6 日（土）～　毎週土曜・日曜　※カキが無くなり次第、終了。
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　旧平国小学校
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12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月
１
月

○
水
俣
・
芦
北
地
域
み
ど
り
推
進
協
議
会
植
樹
祭

○
秋
の
叙
勲
で
吉
野
一
さ
ん
（
大
泊
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

○
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
西
野
達
さ
ん
が
手
が
け
た
「
ホ
テ

　
ル
裸
島
」
が
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン

○
町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会
で
染
竹
チ
ー
ム
が
優
勝
。
総　

　
合
の
部
は
倉
谷
チ
ー
ム
が
優
勝

○
古
中
尾
地
区
で
か
か
し
を
展
示
す
る
「
古
中
尾
か
か
し
祭　

　
り
」
が
開
催

○
町
民
体
育
祭
野
球
大
会
で
小
津
奈
木
チ
ー
ム
が
優
勝

○
津
奈
木
町
長
選
挙

○
西
川
裕
町
長
が
退
任

○
山
田
豊
隆
町
長
が
就
任

○
県
道
水
俣
田
浦
線
「
夕
凪
橋
」
が
開
通

○
町
民
体
育
祭
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＆
女
子
ミ
ニ
バ
レ

　
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
で
男
子
は
倉
谷
チ
ー
ム
、
女
子
は
浜
崎

　
チ
ー
ム
が
優
勝

○
「
つ
な
ぎ
の
根
っ
こ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

○
平
成
29
年
消
防
点
検
。
４
年
ぶ
り
に
パ
レ
ー
ド
を
実
施

○
春
の
叙
勲
で
西
川
京
子
さ
ん
（
新
川
）
が
旭
日
重
光
章
を
受
章

○
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
津
奈
木

○
津
奈
木
イ
ン
タ
ー
開
通
１
周
年
イ
ベ
ン
ト
「
つ
な
ぎ
マ
ル

　
シ
ェ
」

○
県
道
水
俣
田
浦
線
「
新
福
浦
橋
」
が
開
通

○
津
奈
木
町
成
人
式
。
49
人
の
新
成
人
が
出
席

町民体育祭女子ミニバレー大会
　決勝戦は浜崎チームと染竹チー
ムが激突。フルセットの末、浜崎
チームが優勝しました。

平成 29 年消防点検
　4 年 ぶ り に パ レ ー ド が 行 わ れ、
規律審査は役場機動隊、放水競技
は第 2 分団が優勝しました。

「新福浦橋」開通
　本町と芦北町を結ぶこの橋が完
成したことにより、地域間の発展
に大きく貢献しました。

２月

つなぎマルシェ
　津奈木インター 1 周年を記念し
て行われ、最後に約 1 万個のもち
が投げられました。

3 月

木育キャラバン in 津奈木
　のべ 1,000 人が来場し、木のお
もちゃに囲まれて楽しく遊びなが
ら木のぬくもりに触れていました。

3 月

４月５月

「つなぎの根っこ」完成
　平成 26 年（2014 年）から始まっ
たこのプロジェクト。最後は、西迫
団地前の町道などに描かれました。

５月

「夕凪橋」開通
　赤崎と平国を結ぶ夕凪橋が開通
したことによって、大型車も円滑
な通行ができるようになりました。

６月

西川町長退任式
　任期満了に伴い町長職を退任さ
れた西川前町長。最後に町民や町
職員から見送られました。

７月

山田町長就任式
　20 年ぶりの町長選挙に初当選さ
れた山田町長。初登庁時は町職員
から拍手で迎えられました。

７月

津奈木町成人式
　大人の仲間入りを果たした 49 人
は、近況や思い出を語ったり、記
念撮影をして楽しんでいました。

１月

古中尾かかし祭り
　オリジナルのかかし約 70 体が農
道沿いに立ち並び、多くの来場者
を楽しませていました。

９月

「ホテル裸島」オープン
　世界的アーティストの西野達さ
んが手がけた「ホテル裸島」には
多くの人が観覧に来られました。

10 月

2017 年を振り返る

Flash Back
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　　まちのわだい　Topics of Town

サラダ玉ねぎの苗を植え付ける児童たち

　12 月７日（木）、津奈木小学校３・４年生がサ
ラダ玉ねぎの苗植えを体験しました。これは、町が
取り組んでいる「環境共生型農村モデル創造事業」
の一環として、児童に農業の素晴らしさや食の大切
さを学んでもらおうと、JA あしきた津奈木青壮年
部と協力して行っています。
　児童たちは、耕作放棄地を解消した津奈木保育園
近くの畑で作業を実施。JA あしきた津奈木青壮年
部の指導を受けながら一つ一つ丁寧に植え付けてい
ました。小学３年生の伊藤勢心さん（日添）が「気
持ちを込めて植えたので、大きく育ってほしいです」
と話していました。植えたサラダ玉ねぎは 5 月頃
に収穫する予定です。

春の収穫が楽しみ！ 津奈木小学校サラダ玉ねぎ苗植え

クロストークする森さん（左）と島村さん（右）

スローフードでまちづくり
つなぎスローフード講演会

　12 月８日（金）、つなぎ文化センターでつなぎ
スローフード講演会が行われ、約 70 人が参加しま
した。スローフード運動とは、大量生産・大量消費
が進む社会の中、地域の小さな食文化や食材、暮ら
しを見直す運動のことです。
　講師は、日本でスローフード運動を広めたことで
知られる作家の島村菜津さんとフリーライターの森
千鶴子さん。島村さんの講演後に、お二人のクロス
トークが行われました。島村さんからは「津奈木町
には他の地域に誇れる風景、食材、食文化がありま
す。今回の講演が、人間が生きるうえで大切な『食』
を見直すきっかけになってくれたらうれしいです」
と話していました。

対談する川浪さん（左）と加茂さん（右）

制作時の思いを語る
「加茂昴その光景の肖像」記念対談

　12 月 3 日（日）、つなぎ美術館で現在開催中の
展覧会「加茂昴その光景の肖像」の関連プログラム
として、画家の加茂昴さんと高知県立美術館企画監
兼学芸課長の川浪千鶴さんによる記念対談が行われ
ました。
　加茂さんは、昨年 8 月から平国地区で「アーティ
スト・イン・レジデンス」の招聘作家として、約 4
か月間滞在しながら制作した作品や、滞在中に出
会った人々、タイトルに込められた思いなどを川浪
さんとの対談の中で話されました。県内外から参加
した約 40 人はお二人の話を真剣に聞き入っていま
した。この展覧会は２月 12 日（月・祝）まで開催
しています。詳しくは 20 ページをご覧ください。

舞鶴城公園にモミジを植樹
水俣・芦北地域みどり推進協議会植樹祭
　12 月１日（金）、舞鶴城公園で水俣・芦北地域
みどり推進協議会植樹祭が開催され、協議会委員と
つなぎ緑の少年団（津奈木小 4 年）総勢 80 人が参
加しました。式典で山田町長は「森林は地域の緑化
や水資源の確保など環境に大切なものです。この植
樹祭をきっかけに、森の大切さを認識してほしい」
とあいさつされました。
　植栽樹種は「イロハモミジ」「ノムラモミジ」「セ
イガイモミジ」の 3 種類で、63 本が植樹されまし
た。児童たちは来賓の皆さんと協力しながら丁寧に
植樹していました。植樹したモミジがこの地に根づ
き、秋の彩りをもたらし、舞鶴城公園がより一層多
くの人に愛されることでしょう。

植樹祭に参加した皆さんで記念撮影

自身の作品や思い出を語る西野さん

　10 月 7 日（土）から始まった西野達さんが手が
けた「ホテル裸島」は 12 月 5 日（火）で惜しまれ
つつ終了しました。　
　最終日の 12 月５日（火）、つなぎ文化センター
で「西野達ホテル裸島リゾート ･ オブ ･ メモリー」
のクロージング・トークが行われ、約 50 人が参加
しました。西野さんは、国内外で手がけてきた自身
の作品をスクリーンで紹介。それぞれの思い出や経
験、印象に残っている出来事など多岐にわたり話し
ていました。西野さんは今回のプロジェクトについ
て、「皆さまのおかげで無事終了することができ、
大変感謝しております」とお礼を述べていました。

プロジェクトを振り返る 西野達ホテル裸島クロージング・トーク
もっちりとした食感に思わず笑顔

　12 月 7 日（木）、津奈木保育園で毎年恒例のも
ちつき大会が行われ、園児たちはもちつきを楽しみ
ました。園児たちは交代できねをもち、力いっぱい
振り下ろしており、他の園児による「よいしょー」
と元気の良いかけ声が響いていました。
　園児たちは、つきたてのもちをきなこやしょうゆ
につけ、「おいしい」「やわらかい」と笑顔で味わっ
ていました。

もちはつきたてが一番！
津奈木保育園もちつき大会
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　12 月 15 日（ 金 ） ～ 20 日（ 水 ） に か け て、 水
俣郵便局と芦北部会が合同で管内の小・ 中学校、
幼稚園、保育園に年賀はがきを贈りました。これ
はＳＮＳが普及している中で、子どもたちに年賀
状を書く楽しみや受け取る喜びを感じてもらい、 年
賀状を通じて家族や地域とのきずなを深めようと
するものです。 今回の取り組みは、水俣・芦北地
域各地の地元企業約 70 社の協賛により行われてい
ます。
　本町では 19 日（火）に津奈木小学校で贈呈式が
行われ、代表して 4 年生の濱田鈴さん（竹中）と
大園咲

さ わ
渉さん（浜崎）が水俣郵便局職員から受け

取りました。

はがきで感じるつながり きずな年賀式

親子で作ればおいしさ２倍
男女共同参画料理教室

　12 月 10 日（日）、男性への積極的な参加と男女
共同参画意識の向上のため、農業就業改善センター
で男女共同参画料理教室が開催されました。男女共
同参画推進懇話会が主催で行ったもので、当日は大
人７人と子ども 14 人が参加。参加者は「エコクッ
キング」をテーマに、トマトパスタやロール白菜、
白菜とりんごのサラダ、りんご寒天ゼリーの 4 品
を作りました。今回は、普段捨てがちなりんごの皮
やブロッコリーの芯も無駄なく使いました。　
　料理教室に参加した新立海

かいえん
燕さん（大泊）は「ロー

ル白菜が特においしかった。やっぱり料理を作るの
は大変だけど、楽しかったです」と笑顔で話してい
ました。

協力しながら調理する参加者

ビーチバレーを通して心地よい汗を流していました

バレーボールで親睦を深める
フレンドリーカップ・ビーチボールバレー大会
　12 月 17 日（日）、スポーツを通じて交流や親睦
を図る「第 1 回フレンドリーカップ・ビーチバレー
大会」がＢ＆Ｇ体育館で開催され、９チームが参加
しました。
　今回初めて開催された本大会は、津奈木町総合型
地域スポーツクラブが主催し、町スポーツ推進委員
が中心となって行われています。組み合わせの抽選
が行われた後、それぞれのブロックに分かれて試合
をしました。
　会場内に設けられた３つのコートでは、得点が決
まりハイタッチで喜ぶ選手や失点して落胆する選手
など、それぞれ楽しみながらも熱い戦いが繰り広げ
られました。

　　まちのわだい　Topics of Town

給食をおいしそうに食べていました

　12 月 19 日（火）、農業就業改善センターで学
校給食試食会が行われ、約 25 人が参加しました。 
学校給食は「学校給食法」という法律に基づき、単
なる昼食ではなく、教育の一環として実施していま
す。普段子どもたちが食べている学校給食がどのよ
うに献立を立てて作られているのかなど、学校給食
について理解を深めてもらおうと行われました。　
　今回のメニューは麦ご飯、牛乳、うまかコロッケ、
だご汁、即席漬けの 5 品。だご汁の中には、津奈
木産の大根が使われていました。試食した参加者か
らは「思っていた以上に美味しかった」「いろいろ
な食材が使われていて、バランスが良かった」といっ
た声が聞かれました。

懐かしい給食に大満足 給食試食会

町の福祉に貢献します
生協くまもと寄附金贈呈

　12 月 21 日（木）、生協くまもと家庭会から寄附
金が贈呈されました。この寄附金は 11 月 23 日（木）
に水光社本店駐車場で開催された生協まつりで集
まった売り上げの一部を水俣・津奈木地区に配分し
たものです。
　生協くまもと家庭会委員長の福田タエ子さんは

「この寄附金が有意義に使っていただけたらうれし
いです」と話していました。
　いただいた寄附金は、町の福祉事業のために活用
されます。誠にありがとうございました。

町長に寄附金を手渡す生協くまもと家庭会の皆さん

来店した 1 人 1 人に丁寧に呼びかけました

交通事故ゼロを目指して
年末年始の交通事故防止キャンペーン
　12 月 20 日（水）、年末年始の交通事故防止運動
に合わせ、交通安全母の会（津奈木町婦人会）が年
末年始の交通事故防止キャンペーンを水光社津奈木
店で行いました。
　黄色い帽子をかぶった婦人会 11 人が水俣警察署
や町内駐在所の警察官と一緒に啓発チラシやポケッ
トティッシュ、反射ストラップなどを配布し交通事
故防止を呼びかけました。
　水俣警察署交通係の岡本秀作さんは「年末年始は
慌ただしく事故が増える時期ですので、十分に注意
してください」と呼びかけていました。

児童たちへ年賀状が贈られました
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津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１( 代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００ まちからのお知らせ　Notice of Town

　

遺
産
相
続
や
遺
言
、
多
重
債
務
、
消
費

契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
し
て
、
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
１
月
20
日

（土）　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

費
用　
無
料

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
伴
い
、
町

で
は
光
回
線
の
工
事
が
お
済
み
に
な
っ
た

人
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

①
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）

　
の
無
償
配
布

　

光
回
線
加
入
申
込
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
の
写
し
と
印
か
ん
を
用
意
し
、

総
務
課
企
画
財
政
班
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
設
置
は
個
人
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
加
入
促
進
補
助
金

　
１
万
円
の
交
付

　
「
行
政
情
報
配
信
機
器
（
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ+

）」

の
設
置
が
完
了
し
た
人
は
忘
れ
ず
に
同
補

助
金
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

光
回
線
工
事
が
済
ん
だ
人
を
対
象
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
７
）　行政情報配信機器（光 BOX+）

無
料
法
律
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
１
（
内
２
１
４
）

　

規
模
は
小
さ
く
て
も
私
た
ち
に
し
か
果

た
せ
な
い
「
機
能
」
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

自
分
た
ち
の
や
り
た
い
農
産
物
づ
く
り
で
、

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
の

よ
う
な
思
い
で
、
き
ち
ん
と
経
営
が
成
り

立
つ
持
続
的
な
農
業
や
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
地
方
の
小
規
模
農
業
が
生
き
残
る
道

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
、
農
外
か
ら
参
入

し
た
講
師
と
と
も
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
28
日

（日）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

講
師　

（株）
久
松
農
園
代
表
取
締
役　

久
松

達
央
氏

申
込
方
法　

振
興
課
自
立
振
興
班
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
す
る
か
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
８
‐
３
１
１
６
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
１
月
23
日

（火）

小
さ
く
て
強
い
農
業
で
生
き
残
る
！

「
安
全・安
心
な
食
と
農
」ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
５
）　

【
講
師
の
紹
介
】

▽
久
松
達
央

　

１
９
７
０
年
茨
城
県
生
ま
れ
。
慶
応
義

塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
帝
人
株
式

会
社
入
社
。
農
業
法
人
で
の
研
修
を
経
て
、

１
９
９
９
年
独
立
就
農
。

　

現
在
は
８
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
年

間
50
品
目
以
上
の
旬
の
有
機
野
菜
を
露
地

栽
培
し
、
契
約
消
費
者
と
都
内
の
飲
食
店

な
ど
に
直
接
販
売
し
て
い
る
。
自
治
体
や

企
業
と
連
携
し
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
で

生
き
残
れ
る
小
規
模
独
立
型
の
農
業
者
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。
著
書
に
『
キ
レ

イ
ゴ
ト
ぬ
き
の
農
業
論
』（
新
潮
新
書
）、『
小

さ
く
て
強
い
農
業
を
つ
く
る
』（
晶
文
社
）。

　
天
ぷ
ら
油
（
家
庭
廃
食
油
）
の
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
県
内
で
実
施
し
ま
す
。
回
収

し
た
廃
食
油
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

期
間　
１
月
４
日

（木）
～
２
月
28
日

（水）

場
所　
住
民
課
住
民
班

対
象　
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
植
物
油

※
家
庭
で
出
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
動
物
油
（
ラ
ー
ド
な
ど
）、
鉱
物
油
（
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
）
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

回
収
方
法　
天
か
す
な
ど
の
ゴ
ミ
を
除
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
油
購
入
時
の
プ
ラ
容
器

な
ど
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

特
典　

期
間
中
に
天
ぷ
ら
油
を
持
っ
て
き

た
人
に
は
、
く
ま
モ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
先
着
順
）

家
庭
で
使
っ
た
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
５
）　

　
浄
化
槽
は
微
生
物
を
用
い
る
「
生
き
物
」

で
す
の
で
、
日
常
の
適
正
な
管
理
を
行
わ

な
い
と
適
正
な
機
能
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
は
地
下
に
設
置
さ
れ
、
見
た
目
だ

け
で
は
異
常
が
分
か
り
に
く
く
、
知
ら
な

い
う
ち
に
汚
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
浄
化
槽
の
専
門
技
能
を

持
つ
浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
事
業
者
や
保

守
点
検
業
の
登
録
事
業
者
に
よ
る
定
期
的

な
維
持
管
理
、
県
の
指
定
検
査
機
関
に
よ

る
年
１
回
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
修
理
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

熊
本
地
震
に
よ
る
浄
化
槽
の
破
損
事
例

も
あ
り
ま
す
。
破
損
な
ど
の
早
期
把
握
と

速
や
か
な
修
理
対
応
も
あ
わ
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

▽
熊
本
県
指
定
検
査
機
関
（
公
益
社
団
法

人
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
）

　
☎
０
９
６
‐
２
８
４
‐
３
３
５
５

▽
水
俣
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎
６
３
‐
４
１
０
４

浄
化
槽
は
「
生
き
物
」
で
す

維
持
管
理
や
修
理
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
振
興
課
管
理
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
７
）　

つ
な
ぎ
町
新
春
の
集
い

親
子
た
こ
あ
げ
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
津
奈
木
町
教
育
委
員
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
５
４
０
０　
　
　
　
　

　

新
春
恒
例
行
事
の
た
こ
あ
げ
大
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
自
作
の
た
こ
を
賞
の
対
象

と
し
ま
す
。

日
時　
１
月
14
日

（日）　
午
前
10
時

　
　
　
午
前
９
時
30
分　
受
付
開
始

場
所　
津
奈
木
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

各
賞　
高
飛
び
賞
、
地
引
賞
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

賞
、
曲
芸
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
、
が
ん
ば
っ

た
で
賞
、
審
査
員
賞
、
参
加
賞

そ
の
他　
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

「
ト
ラ
バ
サ
ミ
」
の
使
用
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
５
）　

　

芦
北
町
白
岩
地
区
で
「
ト
ラ
バ
サ
ミ
を

引
き
ず
っ
た
猫
が
い
る
」
と
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用
は
、
鳥

獣
保
護
法
第
12
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
６
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
）

トラバサミ
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出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

１月 11 日・25 日 12 日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場

相談時間：午前 10 時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※予約するときは、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものを準備して、お電話ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
住
民
課
住
民
班　
　
☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
年
金
事
務
所　
☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

年金
情報

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
運

営
す
る
た
め
安
定
し
て
い
て
年

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
り
保

障
さ
れ
ま
す
。

◆
国
民
年
金
と
は
？

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

◆
20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
の
手

続
き
を

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
ま
た

は
当
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
書
」
の
通
知
が
届
き

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

住
民
班
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
の
送
付
が
遅

れ
、
納
期
限
ま
で
に
手
元
に
届

か
ず
に
「
納
め
忘
れ
」
が
発
生

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し

い
と
き

　

所
得
が
低
く
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

以
下
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
免
除
制
度

　

条
件
に
よ
り
全
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
場
合
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ただいま店舗を改装中です

問い合わせ先：つなぎ温泉四季彩　☎ 78-4126
営業：午前 10 時～午後 9 時　休業日：12/31、1/1

問い合わせ先：物産館グリーンゲイト　☎ 78-2000
営業：午前 9 時～午後 6 時　休業日：12/31、1/1

つなぎ温泉 四季彩 物産館 グリーンゲイト

　グリーンゲイトは店舗改装中のため、四季彩
駐車場内のプレハブ仮店舗で営業しています。　
ご迷惑をおかけしますが、皆さまのご協力をお
願いします。
　新年は２日（火）か
ら営業します。皆さま
のご利用を職員一同心
からお待ちしています。
　

２日 （火） は午前８時から営業します
　初風呂をいち早く楽しんでもらおうと、２日

（火）は午前８時から営業します。３日（水）か
らは通常営業です。

　

冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と

き
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

（
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
マ

イ
ナ
ス
１
度
～
２
度
）に
な
る
と
、

水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
し
破
裂
す
る
と
、
漏
水

が
起
こ
り
、
家
庭
の
水
道
代
が
上

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
前
に
、
早
め
の
寒
さ
対
策
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
給
水
管

は
外
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

凍
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

風
当
た
り
が
強
か
っ
た
り
、
建
物

の
日
陰
に
設
置
し
て
い
る
水
道
管

は
さ
ら
に
気
温
が
下
が
り
、
大
変

凍
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
保

温
が
一
番
で
す
。
凍
結
す
る
前

に
、
水
道
管
に
保
温
効
果
が
あ
る

保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
な
ど
を
蛇
口

の
口
ま
で
巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
防
寒
し

て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
タ
ー
を
保
護

寒
さ
は
水
道
管
の
大
敵

早
め
の
寒
さ
対
策
を

凍
り
や
す
い
水
道
管
に

防
寒
着

す
る
た
め
に
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や

布
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入

れ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
寝
る
前
に
少
量
の

水
を
流
す
と
凍
結
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
を
し
て
凍

結
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。
早
く
溶
か
し
た
い
か
ら
と

い
っ
て
、
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け

る
と
、管
や
蛇
口
が
破
裂
し
た
り
、

給
水
栓
を
傷
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
凍
結
で
蛇
口
を
開
け
て

も
水
が
出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を

開
け
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
水
が
出
な
く
て
も
蛇
口

は
必
ず
閉
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

（
メ
ー
タ
ー
ガ
ラ
ス
）
が
破
裂
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
で
き
る
範

囲
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
閉
め
て
水
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
、
破
損
し
た
箇

所
を
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
ふ
さ
い

で
、
な
る
べ
く
水
が
漏
れ
な
い
よ

う
に
し
て
か
ら
修
繕
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

冬は水道管の凍結に
ご注意ください
問い合わせ　振興課管理班　☎７８ ‐ ３１１２（内２２８）

水道管修理依頼先について

もし破裂したら、水道管のバルブをしっかり
閉めましょう

凍
っ
た
水
道
管
に
は

熱
湯
厳
禁

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

応
急
処
置
を

蛇口に布など
を巻くことで
保温効果が見
込めます

　水道メーターから蛇口までの漏水は水道工事業者までお問い合わせくだ
さい。
　水道メーター（メーターガラス）の破裂に関しては、振興課管理班が無
料で交換します。水道メーター付近で漏水している場合も無料で修理でき
る場合がありますのでご連絡ください。
　道路上（公道）の問題を発見したときも、振興課管理班へご連絡ください。

みなまたあしきた海老いろ色フェア
　お食事券が当たるスタンプラリーやアンケー
トに答えた人に豪華景品が当たる抽選会が行わ
れます。四季彩は、石エビのかき揚げ丼を提供
します。
●期間　１月 27 日（土）～２月 25 日（日）
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病院名 住所 電話番号

１日（月） 水俣協立病院 水俣市桜井町 63-1704
芦北とりかい眼科 芦北町芦北 82-5881

２日（火） 水俣協立病院 水俣市桜井町 63-1704
七浦てらさきクリニック 芦北町芦北 82-5666

３日（水） たなか耳鼻科・眼科クリニック 水俣市桜井町 62-8777
百崎内科医院 芦北町田浦 87-1777

７日（日） 渕上クリニック 水俣市塩浜町 63-6552
六車医院 津奈木町岩城 78-2012

８日（月） 大石皮ふ科クリニック 水俣市天神町 68-9636
駅前クリニック 津奈木町岩城 67-5980

14 日（日） 宮竹小児科医院 水俣市陣内 69-3501
竹本医院 芦北町湯浦 86-0075

21 日（日） 天神耳鼻咽喉科 水俣市天神町 62-8733
芦北クリニック 芦北町湯浦 86-1200

28 日（日） 佐藤クリニック 水俣市桜井町 69-3007
松本医院 芦北町花岡 82-2019

休日当番医（平成 30 年１月）　

※休日当番医の診療時間は午前９時～午後５時です。
※医療機関は変更になることがあります。受診前に電話でお問い合わせください。

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
作

ろ
う

Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

動
物
由
来
感
染
症
を
防
ぐ

た
め
に

　
ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人
へ

う
つ
る
感
染
症
の
こ
と
を
動
物
由

来
感
染
症
と
い
い
、
寄
生
虫
感
染

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
平
成
30
年
度
第
１
学
期 （
４
月

入
学
） 

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理・

教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限
　

▽
第
１
回　

　
２
月
28
日

（水）

▽
第
２
回　

　
３
月
20
日

（火）

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー　
　

　
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

精
神
保
健
福
祉
連
絡
協
議

会
研
修
会

日
時　
１
月
16
日

（火）

　
　
　
午
後
３
時
15
分
～
午
後
５
時

場
所　
水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し

セ
ン
タ
ー
「
も
や
い
館
」
も
や
い

ホ
ー
ル

対
象
者　
精
神
科
医
療
機
関
、
相

談
支
援
事
業
所
、
障
が
い
者
支
援

施
設
、
精
神
家
族
会
、
住
民

農
地
を
「
借
り
た
い
人
」

「
貸
し
た
い
人
」
募
集
中

　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県

農
業
公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を

縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸

内
容　

▽
講
話
①　
「
地
域
移
行
（
定
着
）

支
援
に
つ
い
て
」

▽
講
話
②　
「
依
存
症
対
策
事
業

に
つ
い
て
」

▽
講
話
③　
「
熊
本
地
震
後
の
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
と
課
題
」

問
水
俣
・
芦
北
地
域
精
神
保
健
福

祉
連
絡
協
議
会
（
水
俣
保
健
所
）　

　
☎
６
３
‐
４
１
０
４

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
入

学
生
募
集
（
八
代
校
）

日
時　
毎
週
火
曜
日　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

期
間　
４
月
～
翌
年
３
月

　
　
　
毎
週
１
講
座
×
40
回　

対
象
者　
県
内
在
住
で
、
学
習
意

欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

募
集
人
数　
60
人

募
集
期
間　

　
２
月
１
日

（水）
～
３
月
１
日

（木）

受
講
料
　
入
学
金
５
千
円
、
受
講

料
１
万
５
千
円
を
入
学
時
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
福
祉
班
に
置
い
て
あ

り
ま
す
入
学
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か

長
寿
財
団　

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

落
合
恵
子
さ
ん
講
演
会

　
認
知
症
の
母
を
家
で
看
取
る
と

決
め
、
在
宅
医
師
と
と
も
に
寄
り

添
い
な
が
ら
介
護
さ
れ
た
７
年
間

の
介
護
経
験
を
講
演
さ
れ
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域
医

療
や
介
護
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
在
宅
医
療
・
介
護
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
11
日

（日）　

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分　

場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
　
①
代
表
者
の
氏
名
・

性
別
・
年
齢
（
同
伴
者
が
い
る
場

合
は
、
同
伴
者
の
分
も
記
入
）、　

②
施
設
・
団
体
名
、
③
住
所
・
郵

便
番
号　
④
電
話
番
号
を
記
入
し

て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送　
〒
８
６
７
‐
０
０
６
１

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日　
３
月
18
日

（日）

試
験
場
所
　
熊
本
市

試
験
の
種
類
　
甲
種
全
類
、
乙
種

全
類

願
書
受
付
期
間
　

▽
電
子
申
請
の
場
合

　
１
月
20
日

（土）
～
27
日

（土）

▽
書
面
申
請
の
場
合

　
１
月
23
日

（火）
～
30
日

（火）

願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
県
下

消
防
本
部
、
水
俣
芦
北
広
域
消
防

本
部
、
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

熊
本
県
救
急
教
育
セ
ミ

ナ
ー

　
熊
本
県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｒ
（
終
末
期
救
急
）」
を
テ
ー
マ

に
講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
21
日

（水）　
午
後
２
時
～

場
所　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

主
催　
熊
本
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
議
会

共
催　
水
俣
芦
北
地
域
メ
デ
ィ
カ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
・
水
俣
芦

北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

問
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
警
防
課

　
☎
６
３
‐
１
１
９
１

水
俣
市
八
幡
町
２
丁
目
１
番
33
号

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
６
６
‐
８
４
‐

９
９
９
７

▽
メ
ー
ル　

m
azikyo@

able.
ocn.ne.jp

申
込
締
切
日　
１
月
31
日

（水）

問
水
俣
芦
北
圏
域
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
４
‐
９
９
９
６

症
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
寄
生
虫

の
駆
虫
や
予
防
を
定
期
的
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
人
へ

の
感
染
症
防
止
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
と
き

に
も
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
定
期
的
な
検
診
と
あ
わ
せ

て
、
そ
の
他
の
感
染
症
防
止
対
策

も
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課
　

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

場
所　
身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー（
益
城
町
）

対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

申
し
込
み
を
し
、
高
校
卒
業
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
と
同
等
以
上
の

能
力
を
持
つ
人
で
、
特
別
な
介
助

を
必
要
と
し
な
い
こ
と

訓
練
期
間　
２
年
間

定
員　
10
人

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
訓
練
生
募
集
中

譲
渡
会
で
新
し
い
家
族

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

　
県
の
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
は
、
飼
い
主
が
見
つ
か
ら

な
い
犬
や
猫
な
ど
の
保
護
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
ご
家
庭
で
ペ
ッ
ト

を
飼
い
た
い
と
思
わ
れ
る
と
き
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
行
く
前

に
、
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
に
保
護
さ
れ
て
い
る
犬
猫
に

一
度
、目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
齢
、
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
な
個
性

豊
か
な
犬
や
猫
た
ち
で
す
。
保
護

さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
犬
や
猫
た
ち

が
家
族
と
し
て
迎
え
て
く
れ
る
飼

い
主
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
飼
育
環
境
や
家
族
構

成
な
ど
を
動
物
の
気
質
や
性
質
と

照
ら
し
合
わ
せ
、
自
分
に
あ
っ
た

１
頭
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課　

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

募
集
締
切
日　
１
月
22
日

（月）

費
用　
受
講
料
は
不
要
。
教
材
費

な
ど
で
約
５
万
５
千
円
必
要
（
２

年
間
）。　
　

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

　
「
カ
レ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
廃

ガ
ラ
ス
の
粒
を
使
っ
て
砂
絵
の
よ

う
に
絵
を
描
き
ま
す
。

　

く
ま
モ
ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
風
景
な
ど
自
由
に
絵
を
描

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日

（日）　

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
（center@

kum
am

oto-eco.jp

）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地

を
貸
し
た
い
」「
良
い
農
地
が
あ

れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、

振
興
課
自
立
振
興
班
や
Ｊ
Ａ
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
公
社

　

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４

申
込
締
切
日　
１
月
20
日

（土）

問
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
２
‐
１
２
１
２

落合恵子（Ⓒ神ノ川智早）



⑲　広報つなぎ　2018.1 広報つなぎ　2018.1　⑱

図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30 分～午後６時
　　　　（土日祝日は午前 10 時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８- ３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

　「館」の謎は終わらないー。館
に魅せられた作家たちが書き下ろ
す、色とりどりのミステリの未
来！奇怪な館、発生する殺人、生
まれいづる謎、変幻自在のロジッ
ク。読めば鳥肌間違いなし。謎は、
ここにある。

謎の館へようこそ　黒
作：はやみねかおる・恩田陸・高田崇史・綾崎隼・白井智之・井上

一般書

　ぽっぽこうくうがニューオープ
ンだって ! 今日はどんな飛行機か
な？ワクワクがいっぱいつまった
飛行機の旅へようこそ！好評だっ
た「つばめこうくう」に続く第２
弾です。

ぽっぽこうくう
著：もとやすけいじ

児童書

ほかにもこんな本があります
一般書　

児童書　

▶ぼくが生まれてきたわけ／池上明　▶西郷どん！／林真理子　▶戦の国／冲方丁　▶ポーラースター
／海堂尊　▶おもかげ／浅田次郎　▶わるじい秘剣帖⑨／風野真知雄
▶イジワルな出会い／香坂茉里　▶蘭の花が咲いたら／小林深雪　▶かいけつゾロリのちていたんけん
／原ゆたか　▶トリプル・ゼロの算数事件簿⑥／向井湘吾　▶６年１組黒魔女さんが通る④／石崎洋司

社会福祉協議会へ―　
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　

▶日　当　森山アツ子（不二男）　　▶染　竹　橋本富子（清美）　
▶平国下　山口三子（キヨメ）　　　▶大　泊　栁迫勇藏（榮一）
▶古　川　神村邦子（覀川スミ子）

【一般寄金】　▶生協くまもと家庭会　
　上記の方々から金一封をご寄附いただきました。ご意思に添
い、有効に活用させていただきます。故人のご冥福を心からお
祈り申し上げます。

町の人口と世帯数 平成 29 年 11 月末日現在
※カッコ内増減は前月比 ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

人 口 4,705 人（ － ４ 人 ）

男 2,201 人（ － ２ 人 ）

女 2,504 人（ － ２ 人 ）

世帯数 1,953 戸（ － ５ 戸 ）

◆出生 ２ 人 ◆転入 ６ 人
◆死亡 ５ 人 ◆転出 ５ 人

つなぎ行事カレンダー １月2018
January

 　　　　　　　 津奈木町役場庁舎　　 農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　 物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四
季彩」　　小学校　　中学校　　津奈木幼稚園　　津奈木保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G 体育館　
　 つなぎ文化センター　　 平国コミュニティセンター　　ごみ処理場　　赤崎漁村センター　◆その他　　　
※カッコ内の「P ○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四
小 幼 保 水 グ 体

文

　【開催場所】
中

平 ご 赤

級
友
の
賀
状
年
ご
と
欠
け
ゆ
き
て　
　

　
八
十
六
歳
初
日
を
拝
む

寺
本
ツ
ル
ヲ

一
夜
漬
の
高
菜
が
好
き
と
云
ふ
友
に　
　
　
　
　
　

　
明
日
は
と
ど
け
む
タ
カ
ナ
陽
に
ほ
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
野
田　
浦
子

大
晦
日
雪
積
む
庭
に
咲
き
残
る　
　
　

　
サ
ル
ビ
ア
紅
く
清
く
は
な
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西　
滋
子

　
何
爲
す
と
言
う
べ
き
も
は
や
八
十
の

　
生
き
る
証
の
賀
状
を
書
か
ん

                　
　
　
　

加
来　
道
子

宝
く
じ　

　
買
わ
ん
と
夢
も
み
れ
ま
せ
ん

初
詣

　
気
持
ち
多
め
の
お
賽
銭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
田
正
弘

宝
く
じ

　
も
の
は
た
め
し
に
買
っ
て
み
る

初
詣

　
除
夜
の
鐘
聞
き
出
か
け
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
葉
二
屁

宝
く
じ

　
一
億
当
た
れ
ば
ど
げ
ん
し
ゅ
か

初
詣

　
み
な
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に悦　

子

宝
く
じ

　
今
度
こ
そ
は
と
買
う
て
み
る

初
詣

　
平
安
と
無
事
祈
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則　
子

◆
次
回
の
笠

　
▽
自
慢
は
な
し 

▽
す
ば
ら
し
か

◆
締
切
・
提
出
先

　
2
月
13
日

（火）

　
津
奈
木
町
教
育
委
員
会
ま
で

短　
　
歌

肥
後
狂
句

和

の
ひ
ろ
ば

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ 元日 ２ ３ ４ ５ ６

　  　  　 津奈木町成人
式　10:00 ～

仕事始め　 　 1 歳 ６ か 月 児
健診　13:00 ～

◆ カ キ 小 屋 オ ー プ
ン（P5）　 　

７ ８ 成人の日 ９ 10 11 12 13
◆熊日三太郎駅伝
大会
10:00~、 水 俣 市
役所スタート　

　　　　 始業式      母子健康手帳交
付　8:30~13:00
 　キラキラ☆クラ
ブ  10:00~12:00　 　　 
　 
　 　 

　        
 　 

 　
　 

14 15 16 17 18 19 20
　 新春親子たこ
揚げ大会 (P13)

　  
　 
　

　 母子健康手帳交
付　8:30~13:00
    キラキラ☆クラ
ブ  10:00~12:00  　 　　 　
　 環境共生型農業
野菜講習会　9:00~ 　 　 

　 　  　６か月児健診　
13:00 ～
　 

 　 無料法律相談会
（P12）

　 ジ ュ ニ ア 陸 上
教 室 指 導 者 研 修 会　
10:00 ～

21 22 23 24 25 26 27
　 
　 

　 　  ４か月児健診
13:00 ～ 
　 

 　３歳６か月児健
診　13:00 ～

　  

28 29 30 31 2/1 ２ ３
 　健康づくり推
進大会　13:00~
　 ブランドづく
りセミナー（P12）

　  　
 　　 
　 

　      

役

改

役

改

水

水

水

水

文

グ 文

文

文

文

中小幼

体



広
報
つ
な
ぎ
　

2018.1
月
号

■
発
行
・
編
集
　
津
奈
木
町
役
場
総
務
課

〒
869
‐
5692　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
2123

番
地

☎
0966

‐
78
‐
3111（

代
表
）　
FAX0966-78-3116

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow
n.tsunagi.lg.jp

メ
ー
ル
：
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

と
し
も
「
広
報
つ
な
ぎ
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
２
０
１
７
年
は
皆
さ

ん
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

た
っ
た
１
年
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
夏
祭

り
や
競
舟
大
会
が
天
候
不

良
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま

う
ま
さ
か
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
と
し

の
目
標
は
、
昨
年
よ
り
も

も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
▼
年

の
初
め
は
成
人
式
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
１
月
６
日

か
ら
カ
キ
小
屋
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
今
回
は
な
ん

と
旧
平
国
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
新
メ
ニ
ュ
ー

も
登
場
す
る
よ
う
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
カ
キ
を
堪

能
し
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　加茂昂展　その光景の肖像
　1982 年、東京に生まれた加茂昂は、埼玉を拠点にしながらも時には地方のレジデンスプログラムに
参加し、作家としての経験を積んできました。作品として独立したいくつもの絵画をひとつの空間に配
置し、インスタレーションとして成立させる加茂ならではの手法は、歴史的に問われた絵画という媒体
の限界に新たな答えを見出そうとしているのかもしれません。近年は土地とそこに関わる人間の関係性
に関心を寄せ、社会の多様な事象を人々の肖像として昇華させることを試みています。
　昨年の 8 月からは、「アーティスト・イン・レジデンスつなぎ 2017」の招聘作家として約 4 か月間
津奈木町で暮らし、さまざまな光景と出会う中で制作に臨みました。この滞在制作の成果を披露する本
展では 26 点の新作を展示しています。

12月２日（土）～２月12日（月・祝）　
場　所　１階・３階展示室　
観覧料　一般 300 円、高・大生 200 円、小・中生 100 円
主　催　つなぎ美術館
助　成　一般財団法人地域創造

《 平国の風景（夏）》2017 作家蔵

《海と子供の光景の肖像》2017 作家蔵

開館時間　午前 10時～午後 5時（入館は午後４時 30分まで）　休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）
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